事前課題の説明用紙
	研修名

	令和５年度　階層別基本研修　課長級研修「課長級職員としての役割」


事前課題：「自職場のスクラップ・アンド・ビルド」事例
Ⅰ　事前課題の説明
　課長級研修「課長級職員としての役割」へようこそ。講師の深山敏郎です。
　課長級研修「課長級職員としての役割」のご参加者各位の職場の事業や作業を検討するセッション「自職場のスクラップ・アンド・ビルド」事例の研究を行います。それぞれの職場で廃止あるいは縮小すべき事業や作業（スクラップ）、創設すべき事業や作業（ビルド）あるいは既に改善済みの事業や作業の事例等を持ち寄り、班の中での討議に活用します。
　では、「自職場のスクラップ・アンド・ビルド」事例とは何でしょうか」。事例を探していただくために、いくつかのヒントをお示しします。まずは用語の辞書的定義です。
辞書的定義：「スクラップ・アンド・ビルド」
	１ 老朽化したり陳腐化したりして物理的または機能的に古くなった設備を廃棄し、高能率の新鋭設備に置き換えること。

２ 行政機構における膨張抑制の方法の一。組織の新設にあたっては、同等の組織の廃止を条件とすること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：デジタル大辞泉


　このような意味を持つ用語ですが、皆様の職場の事例を探すときに、どのようなものがスクラップ・アンド・ビルドの候補になるのでしょうか。いくつかの行政体事例をご説明します。
II　事例サンプル
●業務改善への流れ
事例１：統計の読み合わせ（IT技術の活用により、生産性を向上した事例）
	だいぶ古い事例ですが、某地方自治体ではある冊子への統計データの誤植が無いかどうかを検討するために、２人一組になって１週間かけて読み合わせをしていました。あるソフトウェアハウスからの提案で、自動的に元となるデータからその冊子へのデータ移行が間違いなく、短時間で出来るようになりました。２人で１週間分の人件費を考えるとソフトウェアを組む費用は安上がりで、その後、職員が自由にソフトウェアを改変して応用しているという話です。今では若手の職員が数分で実施できるようなことが昔は出来なかったわけです。


 事例２：施設整備に関して防災の視点など多面的に検討する
	　最近、多くの市町村の体育館等で照明器具を蛍光管からＬＥＤ照明に変更するケースが多く見受けられます。これは、ＬＥＤ電灯管の寿命が長いため、初期費用はかかるものの高所に設置した場合の取り換え等維持費用、電気代金などの節約がハイライトされる傾向にあります。しかし、防災という観点からは体育館などで地震の際に蛍光管が破損して落下して怪我の原因になるケースが複数報告されており、ＬＥＤ管の場合には破損のリスクが少ないという理由も導入に際してはあるようです。
　このように、従来の方法によるデメリットを多様な観点から検討して設備投資に活かすということも必要ではないでしょうか。


●廃止・縮小への流れ
事例３：県と市の役割分担明確化
	Ｈ市では、産業振興において県・市（各々の中小企業支援センター）とも、市内に設けた窓口で相談業務等の中小企業支援を実施しており、業務の重複が見られました。
研究会で検討した結果、市の周辺地域を含めた県西部地域における総合的な相談業務は市に移管することとしました。県センターは技術・経営力評価支援等の専門的支援に特化することとしました。
注：この事例は必ずしも県と市町村の関係に限らず、市町村内での役割分担の重複や抜け漏れ防止のためにも活かせると考えます。


事例４：市内のプールを必要性と費用対効果で見直した事例

	K市（人口約２０万人）には、屋外プール２か所、屋内プールが１か所ありました。その内、屋外プールは年間の開設日数がそれぞれ夏休み中心の５５日程度と少ないにもかかわらず、維持費用は２施設あわせて年間６千万円程度かかります。当市では、屋外プール２か所の内、１か所（Ｔプール）を閉鎖し、それまでかかっていた維持費用（約２千万円）を、他のプールの修繕費などに充てることにしました。もう一か所の屋外プール（Ｈプール）は、土地を国から無償提供されている経緯もあり、廃止する場合、国に返還を求められるケースも考えられるため、Ｈプールは当面維持していく予定です。
また、屋外プール事業をもし全面的に廃止する場合には、近くにある民間遊園地内にあるプールの割引制度などを検討する予定としています。

同市では今後施設の集約を進める方向の中、夏季のみ開設する屋外プール２か所に関して、ゲリラ豪雨による利用者減少なども含めて安定的な使用料収入が見込めなくなっています。施設の廃止にあたっては、廃止の計画を策定し、市民説明会の開催等、市民の意見を幅広く聴く必要があるとしています。


以上を参考に、皆様の職場でのスクラップ・アンド・ビルドの対象となる事業や作業があるでしょうか。別紙に記入して、研修に持参してください。回収はしませんが、上司や部下の名前など個人名は不要です。
ご不明な点があれば、事前に事務局様経由で講師にご質問願います。
それでは、研修当日に皆様にお会いできることを楽しみにしています。
講師：株式会社ミヤマコンサルティンググループ　深山敏郎（みやまとしろう）
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